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した。著者は、TAK-915 (3 mg/kg, 4日間投与)の連続経口投与は、溶媒投与と比較して、モリス
水迷路課題における老齢ラットの空間学習を有意に促進することを発見した。さらに著者は、ラ












               審   査   の   要   旨 
 本論文において中島政人氏は、ホスホジエステラーゼ2A阻害による認知機能改善作用の解明
を目的とし研究を行った。氏は、まず化合物ライブラリーのスクリーニングを実施することで、
新規の化学構造を有するTAK-915を同定した。さらにその作用機序解析を行い、TAK-915は前頭皮
質、海馬、線条体、扁桃体や手綱核などの認知機能や感情の制御に重要な脳領域に高発現してい
るPDE2A特異的阻害剤として機能することを解明し、統合失調症や認知症の認知機能障害改善
に有意な機能を有することを見出した。以上より本論文における研究成果は、学術的にも応用的
にも非常に価値の高いものであると判断された。 
令和２年１月２７日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
